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研究成果の概要： 
 
 アイルランド語には、補文標識(COMP)が 3 種類存在する。また、移動が関与すれば、痕跡(trace)
が残り、そうでなければ、残余代名詞(resumptive pronoun)が現れる。本調査では、COMP が 3
つある例文を検証し、どの組み合わせが可能であるか調査した。COMP が 3 種類あり、それが

生じうる箇所が 3 箇所あり、また、チェインの最後尾が、trace か resumptive pronoun かの 2 種

類あるので、論理的組み合わせは、54 通りあるが、実際に可能であったのは、18 通りだけで、

これまでの主要な論文の主張と異なり、新たな発見となった。 
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１．研究開始当初の背景 
 言語における移動現象は、生成文法理論の
枠組みにおける言語学の探求の中心である。
したがって、移動の結果としてのチェイン形
成メカニズムに関して、何が人間言語の共通
の性質なのか、また、何がその相違点の要因
になっているかを明確にすることは、言語学
の主要な問題を解明するのに重要な寄与をす
ると考え、この調査を開始した。 
 
２．研究の目的 
 この研究の目的は、アイルランド語の移動

現象（長距離関係現象）から生ずるチェイン
の構造が人間言語のチェイン形成全体に何を
示唆するかを明確にすることである。具体的
には、WH 句が長距離移動する際の COMP に
生ずる要素の性質を調査する。 
 
３．研究の方法 
 アイルランド語に関連する一般言語学の先
行研究論文を収集し、本研究に重要なデータ
を抽出し、これまでの仮説を要約し、新たに
仮説を設定し、本研究で調査したい新たなデ
ータを予備的に構築する。その後、Queen's 
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University Belfast ケルト語学科に短期調査出
張し、Dónall P. Ó Baoill 教授から、母語話者に
よるデータの判断を得る。その後、データの
分類と新たなデータベースの作成をし、仮説
を検証する。 
 
４．研究成果 
 査読付きジャーナルに 4 本掲載された。ま
た、アブストラクトに査読があった論文は、
予稿集に 6 本掲載された。学会発表は、合計
8回行った。（うち二回は、海外。） 
 研究成果の重要な部分の内容は、以下に要
約される。アイルランド語が示す補文化標識
の交代現象を綿密に調査することにより、人
間言語のチェイン構成メカニズムについて、
新たな知見を得ることができた。これまでの
ところ、5 種類のチェイン構造が発見されて
いたが、今回の一連の調査で、6 種類あるこ
とが確認された。この事実は、これまでに提
案されてきたチェイン形成メカニズムについ
ての仮説が、重要な点において、修正されな
ければならないことを示唆している。この成
果は、2009 年 2 月の時点では、Maki, Hideki and 
Dónall P. Ó Baoill (2009) "Possible Patterns of 
A'-Chains in Relative Clauses in Ulster Irish." In 
Current Issues in Unity and Diversity of 
Languages: Collection of the Papers Selected 
from the CIL 18, 1738-1754.に収められている
が、今後、この論文を加筆・修正し、ジャー
ナルに投稿する予定である。もし掲載が許可
されれば、人間言語におけるチェイン形成の
メカニズムについて、生成文法理論を中心と
する言語学界全体に、これまでとは異なるイ
ンパクトがある仮説を提示することができる。 
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